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（添 付 資 料） 

各事業の実施状況管理個票 

（P18～55） 
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４ 各事業の実施状況管理個票

ものづくり
基本計画

千円

千円

取
組
状
況

Ｈ30.９.１
現在

Ｈ30.９.１
現在

(％)

Ｈ31.３.31
現在

(％)

成果目標

担当課等

基
本
方
針

次世代を担う優れた人材の育成
と、多様な人材が活躍する雇用の
場の創出を図ります。

基
本
施
策

若者や女性、高齢者、障がい者の
雇用機会の創出

　経済局商工部
　産業振興課　工業振興係

そ の 他
（特記事項）

総合計画
の

位置付け
（分野別）

政
策
方
針

商工・物流

大
施
策

次世代を担う優れた人材の育成
と、多様な人材が活躍する雇用の
場の創出を図ります。

中
施
策

若者や女性、高齢者、障がい者の
雇用機会の創出

企業ＯＢ技術者の現状把握及び活用
方策の整理

事

業

評

価

事業結果

■ヒアリング調査の実施と支援施策の検討

　人材に関わる課題を大別すると「①製造現場に従事する人

材の不足」「②経営課題解決の専門的な知識・技術等を持っ

た人材の不足」の２種類の課題が存在することが判明してい

るため、それぞれ「①人材ニーズ解消型」と「②経営課題解

決型」の支援施策を検討・企画した。

■市内企業と人材の交流会の開催（人材ニーズ解消型）

　平成31年３月、ポリテクセンター静岡において、市内中小

製造事業者と人材の交流会を開催し、事業者22社と人材132名

が参加、31件のマッチング（企業の採用面談に進んだ件数）

が成立した。

■「新現役交流会」の開催(経営課題解決型)

　市内中小製造事業者と専門的な知識・技術を持つ企業ＯＢ

等(＝新現役)とのマッチングを通して経営課題の解決を図る

「新現役交流会」開催の検討を行うため、平成30年６月に

「新現役交流会」を開催した。

産業振興
プラン

位置付け

補
足
事
項

進
捗
率
等

決算見込額 938

　本市には、エアコン等の電気機械器具

製造業をはじめ、自動車フェンダーミ

ラー等の輸送機器製造業など大手製造企

業が立地しているとともに、それに関連

する傘下の中小製造事業者が多数操業し

ています。

　こうした中小製造事業者は、製造品出

荷額等の統計結果からも本市ものづくり

産業への貢献が非常に大きいことから、

事業活動の課題等を伺うとともに、課題

の解決に向けた支援策の検討に取り組ん

でいきます。

　具体的には、そうした中小製造事業者

が抱える課題の解決に向けて、市内及び

首都圏等の優れたＯＢ人材（エンジニア

等）と中小製造事業者のマッチングを

図っていきます。

■課題把握のためのヒアリング調査の実施と支援施策
についての検討
　地元信用金庫と連携しながら、市内の中小製造業者
の抱える経営課題に対する有効な支援施策について検
討を行った。

重

点

項

目

②

重点項目 平成30年度

事業概要

基
本
方
向

人材の育成・確保

次年度
に向けた
改善点

・
目標の
未達成
理由等

高齢者や外国人等の様々な人材の活用に向けた仕組み作りを

検討していくとともに、企業の本質的な課題の解決に向けた

経営課題解決型の事業に注力をしていきたい。

事 業 名
②大手製造企業の傘下企業に対する
支援の検討

予 算 額 1,027
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取
組
状
況

Ｈ30.９.１
現在

Ｈ30.９.１
現在

Ｈ31.３.31
現在

成果目標

担当課等

基
本
方
針

基
本
施
策

　経済局商工部
　産業振興課　工業振興係

そ の 他
（特記事項）

総合計画
の

位置付け
（分野別）

政
策
方
針

大
施
策

中
施
策

市内製造事業者が課題とする規制事
項及び緩和要望等の把握並びに緩和
実現に係る方針の検討

事

業

評

価

事業結果

■経済団体との懇談等を通じた規制事項のヒアリング
等の実施
　経済団体との懇談・要望や企業訪問等を通じた規制
事項のヒアリングを実施した。
　・静岡商工会議所からの要望
　・静岡経済同友会からの提言
　・企業訪問を通じたヒアリング

産業振興
プラン

位置付け

補
足
事
項

進
捗
率
等

決算見込額 0

　中小製造事業者にとって多くの規
制事項は、事業展開のスピードを鈍
らせ、他事業者との競争力などを低
下させています。
　こうした状況の改善については、
規制事項の洗い出しとともに、緩和
に向けて関係機関と協議していきま
す。

■規制事項の洗い出しに向けての検討
　経済団体との懇談や企業訪問等を通じて規制事項の
洗い出しを行うため、ヒアリング事項等について検討
する。

重

点

項

目

③

重点項目 平成30年度

事業概要

基
本
方
向 次年度

に向けた
改善点

・
目標の
未達成
理由等

■ヒアリング先業種の拡大と規制緩和に向けての課題
の整理等の実施
　特定の業種に留まることなく、幅広く、様々な業種
について更なるヒアリングを実施するとともに、関係
機関との具体的な協議に向け、ヒアリングで抽出され
た課題の整理を行っていく。
　更には、協議可能なものについては協議に着手す
る。

事 業 名
③中小製造事業者等を取り巻く規制
事項の洗い出しと緩和の検討

予 算 額 0



20 

ものづくり
基本計画

千円

千円

取
組
状
況

Ｈ30.９.１
現在

Ｈ30.９.１
現在

(％)

Ｈ31.３.31
現在

①（表彰者数）３者
②（表彰社数）２社

①100
②67

(％)

成果目標

担当課等

基
本
方
針

基
本
施
策

経済局商工部
産業振興課　工業振興係
（H31年度担当：企業立地係）

そ の 他
（特記事項）

総合計画
の

位置付け
（分野別）

政
策
方
針

大
施
策

中
施
策

①静岡県知事表彰及び静岡市功労者表彰
への推薦　３者表彰
②中小製造事業者の技術表彰制度 表彰社
数　３社表彰

事

業

評

価

事業結果

①静岡県知事表彰及び静岡市功労者表彰への推薦
　静岡県知事表彰の産業開発振興功労及び静岡市功労者表
彰の産業功労において中小製造事業に携わる方の表彰を実
施。
（推薦者数）
　・県知事表彰　１者　　　・市功労者表彰　２者

②中小製造事業者の技術表彰制度の実施
　本市には、優れた生産技術を有する中小製造事業者が数
多くあることから、こうした事業者を称え、表彰する中小
企業技術表彰制度を創設し、表彰を実施した。
（表彰社数）２社

産業振興
プラン

位置付け

補
足
事
項

進
捗
率
等

決算見込額 388

　本市には、高いシェアを誇る製品
の生産に加え、優れた生産技術を有
する中小製造事業者があります。
　今後は、条例の表彰規程のもと
で、こうした事業者を大いに称え、
次代のものづくり産業を担う方々に
広く周知を図っていきます。

①静岡県知事表彰及び静岡市功労者表彰への推薦
　静岡県知事表彰の産業開発振興功労及び静岡市功労者表
彰の産業功労において中小製造事業に携わる方の推薦を実
施する。
（推薦者数）
　・県知事表彰　１者　　　・市功労者表彰　２者

②中小製造事業者の技術表彰制度の実施
　本市には、優れた生産技術を有する中小製造事業者が数
多くあることから、こうした事業者を称え、表彰する制度
を実施する。

重

点

項

目

④

重点項目 平成30年度

事業概要

基
本
方
向 次年度

に向けた
改善点

・
目標の
未達成
理由等

■商工部内の他の表彰制度との連携
　中小企業技術表彰と商工部における企業に対する表彰制
度である「ＣＳＲパートナー企業表彰」、「多様な人材の
活躍応援事業所表彰」について、広報や表彰式等を連携
し、一緒に行うことで、より効果的な広報や周知を目指し
ていく。

事 業 名
④本市の誇るべき中小製造事業者等
の表彰

予 算 額 585
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取
組
状
況

Ｈ30.９.１
現在

Ｈ30.９.１
現在

（プロジェクト支援数）
随時

(％)

Ｈ31.３.31
現在

（プロジェクト支援数）
５件

100 (％)

成果目標

担当課等

事 業 名
⑤産業振興プラットフォームの考え
方に基づく中小製造事業者支援

予 算 額 0

重

点

項

目

⑤

重点項目 平成30年度

事業概要

基
本
方
向

戦略産業振興プラットフォーム

次年度
に向けた
改善点

・
目標の
未達成
理由等

■個別支援案件の掘り起し
　プラットフォーム支援により、次代を担う本市を代
表する産業を輩出するためには、個別支援案件の掘り
起しが必要である。そのために、これまで以上に企業
訪問等を通じた情報の収集に努める。

補
足
事
項

進
捗
率
等

決算見込額 0

　第２次静岡市産業振興プランに
は、中小製造事業者を多角的に支援
する考え方として、産業振興プラッ
トフォームが示されています。
　今後は、このような考え方をもと
に、中小製造事業者の抱える課題等
への対応を図る支援を推し進めてい
きます。

■企業情報の収集
　プラットフォームによる支援を実施するため、企業
相談・企業訪問等を通じた企業情報を収集（ニーズの
発掘）した。

総合計画
の

位置付け
（分野別）

政
策
方
針

商工・物流

大
施
策

次代を担う本市を代表する産業を
生み出します

中
施
策

戦略産業の育成・集約を推進

プロジェクト支援数　５件／年

事

業

評

価

事業結果

■産業支援機関連携会議の実施
　静岡市産学交流センターをはじめとした、市内産業
支援機関及び関係課により、支援機関同士の情報共有
及び個別支援案件の協議等を行うための会議を実施し
た。

■支援の実施
　静岡市産学交流センター、大学、金融機関等の複数
の支援機関と連携し、市内中小企業等の支援を５件
行った。

産業振興
プラン

位置付け

基
本
方
針

戦略産業振興プラットフォームに
よる支援

基
本
施
策

　経済局商工部

　産業政策課　中小企業支援係

そ の 他
（特記事項）
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取
組
状
況

Ｈ30.９.１
現在

Ｈ30.９.１
現在

(％)

Ｈ31.３.31
現在

(％)

成果目標

担当課等

事 業 名
⑥国や県等の補助制度の情報提供と
活用モデルの提案

予 算 額 0

重

点

項

目

⑥

重点項目 平成30年度

事業概要

基
本
方
向 次年度

に向けた
改善点

・
目標の
未達成
理由等

■情報提供方法の検討及び提供の実施
　情報収集後の中小製造事業者への効果的な情報提供
方法及び収集情報をどのような形で取りまとめ、提供
することがより分かりやすいか等の観点の検討がなさ
れていないため、収集情報の提供に向け、検討・改善
に取り組んでいく。

補
足
事
項

進
捗
率
等

決算見込額 0

　中小製造事業者が事業の展開を図
る上で、補助制度の活用は有効な手
段の一つであります。
　そうした中小製造事業者の取組を
支援するため、国や県等の補助制度
に関する情報の提供をはじめ、実際
に活用した事業者をモデルケースと
して取りまとめ、円滑な利活用が図
れるような提案を行っていきます。

■国や県等の補助制度に関する情報の収集
　国や県、その他産業支援機関等の発行する施策利用
ガイドブック及びホームページ掲載情報等により、補
助制度に関する情報収集を実施することとした。

総合計画
の

位置付け
（分野別）

政
策
方
針

大
施
策

中
施
策

国や県等の補助制度に関する情報の
整理及び製造事業者への適時適切な
情報提供

事

業

評

価

事業結果

■国や県等の補助制度に関する情報収集の実施
　国や県、その他産業支援機関等の発行する施策利用
ガイドブック及びホームページ掲載情報等により、補
助制度に関する情報収集を行った。

産業振興
プラン

位置付け

基
本
方
針

基
本
施
策

　経済局商工部
　産業振興課　工業振興係

そ の 他
（特記事項）
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取
組
状
況

Ｈ30.９.１
現在

Ｈ30.９.１
現在

(％)

Ｈ31.３.31
現在

(％)

成果目標

担当課等

基
本
方
針

基
本
施
策

　経済局商工部
　産業振興課　工業振興係

そ の 他
（特記事項）

総合計画
の

位置付け
（分野別）

政
策
方
針

商工・物流

大
施
策

世界・全国に挑戦する中小企業の
振興を図ります

中
施
策

新市場・販路開拓に対する支援

市内関連施設・団体と連携した誘致
活動　１件／年

事

業

評

価

事業結果

■施設利用促進に向けたイベント誘致活動の実施
　本年度は、「幕張メッセ」や「東京ビッグサイト」
の地方開催が可能なイベントに絞って誘致活動を行
い、2019年から2020年に開催される３団体のイベント
誘致に成功した。

■「SDGｓ推進TGCしずおか2019」の開催
　平成31年１月に「SDGｓ推進TGCしずおか2019」がツ
インメッセ静岡で開催された。毎年首都圏で開催され
ている「Tokyo Girls Collection」の主催者に対する
誘致活動により実現したイベントであり、当日は市内
外から多くの来場者で賑わいをみせ、同時開催した
「SDGｓ Collection」では、マルシェ等を通じて市内
産品のPRに成功した。

産業振興
プラン

位置付け

補
足
事
項

進
捗
率
等

決算見込額 0

　中小製造事業者の販路拡大につい
ては、展示場面積で全国10位の規模
を有する公益財団法人静岡産業振興
協会のツインメッセ静岡を会場とし
て、展示販売会や商談会等の開催を
進めていきます。

■施設利用促進に向けたイベント誘致活動の実施
　2020年オリンピック・パラリンピック開催時の催事
誘致を積極的に推し進めるため、本市と静岡産業振興
協会、静岡県文化振興財団（グランシップ）が一体と
なり、「日本展示会協会」の会員を中心にイベント誘
致活動を実施する。

重

点

項

目

⑦

重点項目 平成30年度

事業概要

基
本
方
向 次年度

に向けた
改善点

・
目標の
未達成
理由等

次年度以降も継続して首都圏を中心にイベント誘致活動を実
施し、ツインメッセ静岡でのイベント開催件数の増加を図

る。

事 業 名
⑦展示販売会等の開催による販路拡
大に向けた支援

予 算 額 0
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取
組
状
況

Ｈ30.９.１
現在

Ｈ30.９.１
現在

(％)

Ｈ31.３.31
現在

(％)

成果目標

担当課等

事 業 名
⑧ものづくり関連の民間活動団体へ
の支援

予 算 額 0

重

点

項

目

⑧

重点項目 平成30年度

事業概要

基
本
方
向 次年度

に向けた
改善点

・
目標の
未達成
理由等

■日立清水理科に対しては、次年度以降も側面支援を
展開していく。

■ＯＢ人材の活用については、新現役交流会の継続実
施や次年度に予定している「企業OB等の活用による中
小企業支援事業」の実施により、ＯＢ人材の活躍の場
の創出と図っていく。

補
足
事
項

進
捗
率
等

決算見込額 0

　地域で活躍するものづくり関連団体と

しては、大手製造企業出身のエンジニア

を中心に組織とする日立清水理科クラブ

やＮＰＯ法人マンパワーカフェが挙げら
れます。

　日立清水理科クラブでは、子ども達へ

の理科教育をはじめ、ものづくりの醍醐

味などを併せて提供しています。

　また、ＮＰＯ法人マンパワーカフェに

ついては、中小製造事業者が抱える課題

への的確なアドバイスなどを行っていま

す。

　こうした地域社会に大きな貢献を果た

している公益性の高い団体に対しては、

広報等を通じて団体活動を幅広く周知す

るなど、積極的な側面支援を展開してい

きます。

■会報の配架
　日立清水理科クラブが毎月発行する会報を産業振興
課カウンターに配架し、活動の周知を実施。

■ＯＢ人材の活用について
　ＯＢ人材活用事例として、今年度実施した新現役交
流会の紹介を行い、今後の事業の進め方についてもの
づくり関連団体と意見交換を行う予定。
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■会報の配架
　日立清水理科クラブが毎月発行する会報を産業振興
課カウンターに配架し、活動の周知を実施した。

■ＯＢ人材の活用について
　６月に開催した「静岡市新現役交流会」について、
ＮＰＯ法人マンパワーカフェの理事長に当日ご見学い
ただくと共に、次年度以降の本交流会の進め方につい
て協議を行った。
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